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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
よ
る
国
際
経
済

の
混
乱
、
ま
た
円
安
に
よ
り
各
種
生
産
資
材
・
肥
料
・
飼

料
価
格
が
高
騰
し
、
多
く
の
農
家
組
合
員
、
ま
た
Ｊ
Ａ
に

と
っ
て
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

記
録
的
な
猛
暑
、
大
雨
な
ど
の
異
常
気
象
は
農
畜
産
物
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い

中
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
「
農
業
生
産
資
材
価
格
高
騰
緊
急
支
援

対
策
事
業
」
を
実
施
し
、
令
和
５
年
度
は
種
子
や
種
苗
を

購
入
さ
れ
た
９
，
２
６
３
戸
の
生
産
者
に
計
５
千
万
円
を

支
援
金
と
し
て
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
い
わ

て
グ
ル
ー
プ
と
し
て
国
政
及
び
県
に
生
産
資
材
の
高
騰
対

策
や
農
畜
産
物
へ
の
適
正
な
価
格
転
嫁
な
ど
の
諸
対
策
を

強
く
要
請
し
ま
し
た
。
今
後
も
各
行
政
機
関
・
Ｊ
Ａ
い
わ

て
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
営
農
継
続
対
策
や
農
畜
産
物
の
消

費
拡
大
対
策
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行

し
、
多
く
の
取
組
や
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
７

月
は
岩
手
町
、
一
戸
町
と
の
合
同
夏
秋
野
菜
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
が
開
催
さ
れ
、
一
昨
年
の
大
雨
災
害
を
乗
り
越
え
、

消
費
地
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
10
月
は

「
第
１
回
り
ん
ど
う
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の

生
産
者
が
集
ま
り
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し

ま
し
た
。
ま
た
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
各
地
区
で
収
穫

祭
な
ど
が
数
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
組
合
員
・
地
域
住
民

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
は
、
第
十
次
３
か
年
計
画

（
地
域
農
業
振
興
計
画
）２
年
度
目
の
年
と
な
り
ま
す
。『
組

合
員
と
と
も
に
「
地
域
農
業
の
成
長
・
地
域
活
性
化
」
で

活
力
あ
る
未
来
を
創
る
』
を
基
本
方
針
と
し
、「
地
域
農

業
成
長
戦
略
の
着
実
な
実
践
」、「
総
合
事
業
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
・
地
域
共
生
の
実
現
」、「
健
全
で
持
続
可
能
な

Ｊ
Ａ
の
基
盤
維
持
・
強
化
」に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

営
農
お
よ
び
販
売
に
関
し
て
は
、
担
い
手
経
営
体
へ
の
農

業
経
営
支
援
の
強
化
、
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
と
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
・
省
力
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
農
畜
産
物
の
的
確
な
販
売
等
に
よ
り

ロ
ッ
ト
を
拡
大
し
、
生
産
・
販
売
事
業
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
は
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
発
足
か
ら
28
年
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
人
の
努
力
と
熱
意
の
も

と
、
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
新
し
い
年
を

組
合
員
・
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新年あけまして
おめでとうございます

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
本年も地域農業の発展に向けて取り組んでまいりますので、

よろしくお願いいたします。

活
力
あ
る
地
域
農
業
の

未
来
に
向
け
て

代表理事組合長 苅　谷　雅　行
代表理事専務 細　川　正　文
常務理事 畠　山　栄　一
常務理事 宇　部　洋　吾
常務理事 佐　藤　一　志
代表監事 佐々木　由　和
常勤監事 高　橋　清　昭
総合運営委員会 委員長 工　藤　安　男
稲作生産部会 協議会長 今　松　一　広
野菜・特産物生産部会 協議会長 福　島　昭　彦
花卉生産部会 協議会長 齊　藤　正　樹
酪農生産部会 協議会長 中六角　保　広
肉畜生産部会 協議会長 佐々木　　　昇
女性部 部長 遠　藤　美江子
青年部 委員長 木戸場　克　郁

外　役職員一同
代表理事組合長
苅谷 雅行
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2 新年のあいさつ
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8 農のかたち～私流～（田野畑村）

9 ほっとスマイル（雫石町）�

10 夢ネット（各地の話題）

12
営農情報（園芸）
畜産情報

13 家畜市場成績

14
わが家のわくわくドリーマー
元気の源（雫石町）
すまいる産地（洋野町）

15 あぐりトーク
（テーマ：お正月）

16 おしらせ

18
おたよりコーナー
クロスワードパズル

19
理事会報告・監事会報告
ＪＡの概要
かがSファミリー

20
いただきま～す（普代村）
あれもこれも�いいね！新いわて
（ほうれん草ラーメン）

「子どもたちから毎日エネルギー
をもらっています」と話す里美さ
ん。自身が保育園に通っていたとき
の先生が大好きだったことから保
育士の道を目指すようになったそう
です。１月は担当するクラスの発表
会があり「親御さんたちに子どもた
ちの成長を見てもらえるのが嬉し
い。子どもが成長する中で、自分も
成長していきたいです」と笑顔で話
します。

　
田
野
畑
村
で
搾
乳
牛
20
頭
と
育
成
牛
10
頭

を
飼
養
管
理
す
る
和
也
さ
ん
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
経
て
令
和
５
年
12
月
に
第
三
者
継

承
で
牧
場
を
受
け
継
ぎ
、
新
規
就
農
し
た
。

見
栄
を
張
ら
な
い
身
の
丈
に
合
っ
た
経
営
を

心
に
、
妻
の
絵
理
香
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
酪

農
家
と
し
て
歩
み
始
め
た
。

酪
農
と
い
う
仕
事
と
の
出
会
い

　
青
森
県
で
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い
た
和

也
さ
ん
は
、
田
舎
暮
ら
し
と
山
で
の
仕
事
に

憧
れ
を
も
っ
て
い
た
。そ
ん
な
中
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
最
初
に
で
て
き
た
の
が
、

田
野
畑
村
の
山
地
酪
農
だ
っ
た
。「
山
で
も

牛
が
飼
え
る
ん
だ
、
と
い
う
の
が
最
初
の
印

象
で
し
た
」
と
話
す
。
木
を
切
っ
て
山
を
切

り
開
き
牧
野
に
す
る
こ
と
で
山
が
活
用
で

き
、
伸
び
伸
び
牛
が
過
ご
せ
る
酪
農
の
ス
タ

イ
ル
に
興
味
を
持
っ
た
。

　
酪
農
へ
の
興
味
が
高
ま
る
和
也
さ
ん
は
、

実
際
に
田
野
畑
村
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
。

そ
し
て
、
田
野
畑
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
酪
農
家
を
目
指
す
道
を
選
ん
だ
。「
初

め
は
協
力
隊
の
存
在
を
理
解
し
て
お
ら
ず
役

場
の
仕
事
を
す
る
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い

ま
し
た
」
と
苦
笑
い
す
る
。
内
容
を
理
解
し

た
和
也
さ
ん
は
、
将
来
は
酪
農
で
起
業
し
た

い
思
い
を
伝
え
令
和
２
年
12
月
か
ら
活
動
が

始
ま
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
非
農
家
と
し
て
育
ち
農
業
に

は
縁
が
な
く
、牛
を
ど
う
や
っ
て
扱
う
の
か
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
乗
り
方
も
分
か
ら
な
か
っ

た
。
村
内
の
酪
農
家
を
手
伝
う
時
は
「
搾
乳

し
た
こ
と
あ
る
？
」
と
、
よ
く
聞
か
れ
て
い

た
。「
そ
も
そ
も
、
放
牧
さ
れ
て
い
る
牛
を
実

際
に
見
た
こ
と
も
な
く
、
何
処
で
搾
っ
て
い

る
の
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」と
話
す
。

慣
れ
る
ま
で
大
変
で
は
あ
っ
た
が
、
日
を
追

う
ご
と
に
作
業
に
も
慣
れ
面
白
さ
も
感
じ
始

め
て
い
た
。「
山
の
草
を
食
べ
る
牛
の
姿
が
好

き
で
す
ね
。牛
も
個
性
が
あ
る
の
で
、な
つ
い

た
時
は
嬉
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
学
ぶ
気
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地

域
の
酪
農
家
の
皆
さ
ん
と
も
打
ち
解
け
、

色
々
と
教
え
て
も
ら
い
技
術
を
身
に
付
け
て

い
っ
た
。
一
方
、
酪
農
で
の
起
業
を
考
え
、

土
地
な
ど
も
探
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
た

が
、
第
三
者
継
承
で
の
就
農
を
考
え
始
め
て

い
た
。
１
年
目
の
後
半
に
な
る
頃
「
後
継
者

が
い
な
い
酪
農
家
さ
ん
が
い
た
の
で
、
私
の

方
か
ら
お
願
い
し
て
み
ま
し
た
」
と
話
す
。

昔
、
使
っ
て
い
た
山
も
今
は
使
っ
て
お
ら
ず

「
活
用
し
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
」
と
言

わ
れ
、
令
和
５
年
12
月
の
就
農
と
い
う
具
体

的
な
目
標
が
決
ま
っ
た
。

　
「
青
森
県
か
ら
移
住
し
て
き
て
い
る
の
で
、

人
と
し
て
信
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し

た
」
と
話
す
和
也
さ
ん
。
具
体
的
な
目
標
が

で
き
、
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
事
も
増
え
る
こ

と
で
ス
キ
ル
も
身
に
付
け
て
い
っ
た
。

一
人
前
の
酪
農
家
に

　
令
和
５
年
12
月
１
日
、
酪
農
家
と
し
て
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。「
作
業
は
で
き
て
い
る

が
、
気
持
ち
は
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
。
す
べ

て
が
自
分
の
責
任
に
な
る
重
さ
を
感
じ
て
い

る
が
、
自
分
の
牛
と
し
て
ど
う
育
て
て
い
く

か
と
い
う
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

将
来
に
つ
い
て
は
「
今
は
見
栄
を
張
ら
ず
コ

ス
ト
を
抑
え
た
経
営
で
、
家
族
で
出
来
る
規

模
を
維
持
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
。
青
森
県
か
ら
移
住
し
て
約
３
年
。
酪
農

家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
で
き
た
の
も
、
ま
わ
り

に
い
る
酪
農
家
の
皆
さ
ん
の
支
え
、
そ
し
て

和
也
さ
ん
の
人
柄
、「
人
」
の
繋
が
り
だ
と

感
じ
ら
れ
る
。

撮影協力：�滝沢市「りんごの森保育園」

見栄張らず
一歩ずつ前に
中
な か の わ た り

野渡 和
か ず や

也 さん（38）
【田野畑村・千丈】

簗
や な ば

場 里
さ と み

美 さん（27）

【雫石町・黒沢川】

子どもの頃から子どもの頃から
子ども好きでした子ども好きでした
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←八幡平和牛改良組
合は11月５日、八幡
平市で令和５年度の
全体研修会を開きま
した。生産者ら約90
人が参加し、肉用牛
ゲノミック評価の活
用などを学びました。

←一戸町奥中山で、
年末年始の需要期に
向けたタラの芽の出
荷が12月中旬から始
まりました。出荷は
天然が出回る４月中
旬まで続きます。

↑第67回岩手県畜産共進会（肉牛の部）
「令和５年いわて牛いわちく枝肉販売会」
が11月18日、紫波町の㈱いわちくで開
かれました。県内から50頭、管内から７
頭が出品され、八幡平市の立花貴人さん
の出品牛が１等賞に選ばれました。

↑二戸地域野菜生産部会奥中山支部レタ
ス専門部は11月24日、一戸町でレタス
品種勉強会を開き、種苗メーカーからの
説明を受け、品種特性などを学びました。

↑園芸生産部会玉山支部は11月７日、八
幡平市で令和５年度の実績検討会を開き
ました。参加者は令和５年度の実績を確
認し令和６年度の野菜推進対策について
協議しました。

↑八幡平市立松野小学校の４年生は11月
29日、同校で感謝の会を開き、女性部松
尾支部を招待し、部員らの指導で育てた
ジャガイモを使いカレーを作り収穫を喜
び合いました。

↑雫石町の「ちゃっとのーむ花の会」が講師
となり、七ツ森地域交流センターで12月
16日、リンドウのドライフラワ―などを
使ったしめ縄づくり体験が行われました。

↑岩手町でナガイモの収穫が11月下旬か
ら始まりました。12月には年末年始の需
要期に向けての出荷作業が最盛期を迎え
ました。

↑令和５年度岩手県家の光大会が12月５
日、盛岡市で開かれ、記事活用体験発表
の部で女性部西根支部の松浦行子さんが
優秀賞に輝きました。

↑岩手県農協養豚経営者連絡協議会による研修会が11
月24日、花巻市で開かれました。成績優秀者の表彰で、
のだファーム第１肥育農場が出荷頭数平準率部門賞
（１万頭以上）、みなみよ～とんが肉質上物率部門賞、八
幡平ファームがストライク率部門賞を受賞しました。

↑令和５年度いわて花き生産者のつどいが11月８日、
花巻市で開かれ、いわてフラワーコンテスト2023の表
彰式が行われました。

↑宮古営農経済センターと関係機
関は12月18日から個別営農相談
を始めました。野菜生産部会員ら
と次年度に向けた営農計画などを
個別に相談しました。

↑八幡平エリア野菜生産者の集い
が12月19日、同市で開かれ、令
和５年度の実績と次年度の計画を
確認。高額販売者など優良農家ら
が表彰されました。

↑宮古農業改良普及センターは12
月21日、宮古市でブロッコリー
産地検討会を開きました。生産者
と関係機関26人が参加し意見を
交わしました。

↑たまやまふれあい市は令和５年
の最終市を12月22日、旧好摩支
所特設会場で開きました。開店前
から大勢の買い物客が並び賑わい
をみせました。

花き販売18億4,731万円
高温対策などを協議
　ＪＡと花卉生産部会協議会は12
月12日、盛岡市で実績検討会を開
きました。令和５年度は５月上旬
の雪害や夏場の猛暑が影響し、前
年より収量が減少しましたが、全
国的な出荷減による高値相場が続
き、11月末時点で前年比97.8％
の18億4,731万円の実績となりま
した。次年度に向け、高温対策と
してバイオスティミラント資材な
どについて協議しました。

花き販売額過去最高
リンドウは前年比120％
　南部地域花卉生産部会は12月１
日、令和５年度の生産・販売実績
検討会を開きました。令和５年の
１月から11月中旬の実績は、全体
で２億3,205万円と過去最高の実
績となり、12月末時点で２億4,000
万円の販売を見込んでいます。主
力のリンドウは、生産者の増加や
株の更新による収量向上に取り組
み、過去最高となった前年を20％
上回る9,870万円となりました。

本州一早いアスパラガス産地
冬アスパラガス出荷本番
　二戸地域野菜生産部会奥中山支
部促成アスパラガス専門部は12月
９日、盛岡市のベルフ向中野で出荷
本番を迎えた冬アスパラガスの試
食販売会を行いました。同地域で生
産される促成アスパラガスは、国産
が出回らない11月下旬から出荷が
始まり、本州一早い産地として期待
が高まっています。独自のパッケー
ジで「冬アスパラガス」のブランド
で差別化販売に取り組んでいます。

販売５億1,363万円で過去最高
ピーマン推進大会で確認
　二戸地域野菜生産部会ピーマン専門部は12月13日、
八戸市で令和５年度ピーマン推進大会を開きました。生
産者と関係者ら約100人が参加し、令和５年度の実績と
令和６年度の販売目標を確認しました。令和５年度は猛
暑や水不足の影響がありましたが、過去最高となる５億
1,363万円の実績となりました。令和６年度は、27 haの作
付けで５億7,000万円の販売を目指すことを確認しました。

地域農業の発展と担い手育成に
高校生に農業機械を贈呈
　ＪＡとＪＡ共済連岩手は、岩手県立盛岡農業高校に乗
用モアやホイール運搬車、チェンソーなどの農業機械を
贈り、12月13日に同校で贈呈式が行われました。贈呈
式で苅谷組合長は「積極的に活用し、地域農業の発展と
担い手の育成につなげてほしい」とあいさつしました。
同校３年の片瀬慎之介さんは「これからの実習で大切に
使っていきたい」と感謝を述べました。

次年度に向けた協議をする参加者ら本年度の実績を確認する参加者ら 冬アスパラガスをPRする生産者ら

あいさつをする小野寺敏之専門部長寄贈された農業機械と生徒、関係者ら

新いわて

二戸新いわて

二戸南部
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■12月14日市場（南部・八幡平・東部）

和 

牛 

子 

牛

南　部 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 前月価格差
雌 68 743,600 232,100 445,840 266 1,679 40,228

去　勢 73 837,100 295,900 561,272 298 1,884 87,803
合　計 141 837,100 232,100 505,602 282 1,791 55,886

八幡平 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 前月価格差
雌 20 523,600 163,900 403,040 275 1,466 -48,004

去　勢 31 883,300 298,100 528,603 297 1,778 -68,072
合　計 51 883,300 163,900 479,362 289 1,661 -58,590

東　部 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 前月価格差
雌 83 665,500 238,700 435,892 273 1,596 3,802

去　勢 115 937,200 221,100 574,754 306 1,878 48,885
合　計 198 937,200 221,100 516,545 292 1,767 26,301

合　計 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 前月価格差
雌 171 743,600 163,900 436,005 270 1,613 8,643

去　勢 219 937,200 221,100 563,727 302 1,866 44,352
総　計 390 937,200 163,900 507,726 288 1,761 22,760

■12月13日市場（南部・久慈・二戸・宮古）

和 

牛 

子 

牛

南　部 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 前月価格差
雌 14 668,800 255,200 374,707 281 1,335 27,254

去　勢 14 523,600 254,100 388,693 284 1,371 -59,938
合　計 28 668,800 254,100 381,700 282 1,353 -12,728

久　慈 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 前月価格差
雌 60 667,700 228,800 444,766 274 1,621 -8,176

去　勢 70 764,500 262,900 541,168 302 1,795 -53,250
合　計 130 764,500 228,800 496,675 289 1,719 -41,393

二　戸 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 前月価格差
雌 72 617,100 205,700 433,721 277 1,568 9,147

去　勢 82 827,200 235,400 556,487 304 1,830 -5,278
合　計 154 827,200 205,700 495,104 290 1,699 1,934

宮　古 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 前月価格差
雌 35 693,000 222,200 389,275 279 1,477 -61,155

去　勢 43 891,000 179,300 538,770 275 1,879 -33,897
合　計 60 891,000 260,700 471,689 288 1,707 -45,971

合　計 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 前月価格差
雌 181 704,000 205,700 424,223 274 1,550 -8,169

去　勢 209 891,000 179,300 537,237 298 1,801 -29,462
総　計 390 891,000 179,300 484,787 287 1,690 -26,112

ス
モ
ー
ル

11/27～
12/18
市場

雌 雄 合　計
頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価

乳　牛 7 90,200 1,100 20,288 56 361 148 117,700 1,100 52,072 56 924 157 117,700 1,100 50,250 56 892 

F　1 107 163,900 1,100 44,010 54 812 137 222,200 1,100 81,151 57 1,419 244 222,200 1,100 64,864 56 1,161 

合　計 116 163,900 1,100 42,170 54 776 285 222,200 1,100 66,051 57 1,164 401 222,200 1,100 59,143 56 1,055 

枝肉販売成績（11月）※税込
品　種 頭数 平均重量 平均単価 平均販売額 総販売額

黒毛和種
去勢 139 545 2,306 1,255,501 174,514,622 
雌 42 436 2,412 1,069,536 44,920,524 

日本短角種 40 445 1,708 772,878 30,915,113 
肉　豚 14,668 77 505 38,918 570,842,417 

家畜市場成績（JA新いわて分）※税込
　
久
慈
エ
リ
ア
は
、
県
内
で
も
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
の
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
こ
と

は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
猛
暑
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
栽
培
は
非

常
に
苦
し
ん
だ
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
も
、
寒
く
な
り
甘
さ
が
増
し
て
美

味
し
く
な
っ
た「
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

が
旬
を
迎
え
出
荷
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
そ
う
は
、
目
の

健
康
維
持
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
ル

テ
イ
ン
」
を
含
む
機
能
性
表
示
食
品
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ル
テ
イ
ン
は
、

光
に
よ
る
刺
激
か
ら
目
を
保
護
す
る
と
さ

れ
る
網
膜
（
黄
斑
部
）
色
素
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、

ゲ
ー
ム
な
ど
を
使
用
す
る
時
間
が
多
く
な

り
、
目
の
疲
れ
や
視
力
の
低
下
な
ど
を
訴

え
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
薬
で
は
な
い
の

で
治
療
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
美

味
し
い
「
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
を
食

べ
て
目
の
健
康
維
持
に
努
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
そ
う
は
冬
季
限
定
の

商
品
で
、
数
量
に
つ
い
て
も
決
し
て
多
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
季
は
県
内
を

は
じ
め
東
北
の
市
場
を
中
心
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
で
見
か
け
た
際
は

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。お
す
す
め
の
食
べ
方
と
し
て
は
、し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
で
す
。
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
そ
う

は
、
寒
さ
に
当
て
て
栽
培
し
て
い
る
の
で

葉
が
肉
厚
で
濃
緑
色
で
す
。
さ
っ
と
鍋
に

く
ぐ
ら
せ
る
こ
と
で
さ
ら
に
鮮
や
か
な
緑

色
に
な
り
、
熱
が
加
わ
る
こ
と
で
甘
み
を

強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

豚
肉
と
の
相
性
も
バ
ツ
グ
ン
で
す
。
寒
じ

め
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
家

族
団
ら
ん
で
鍋
を
囲
み
な
が
ら
、
心
と
体

を
芯
か
ら
温
め
、
寒
い
冬
を
乗
り
切
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

今
が
旬
!!
冬
の
味
覚

「
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

久
慈
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー�

米
穀
園
芸
課�

谷
地 

早
人

　
冬
の
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
時
期

と
な
り
、
初
生
牛
の
飼
養
管
理
に
は
最
も

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
子
牛

は
体
温
が
１
℃
で
も
下
が
る
と
、
下
痢
や

肺
炎
な
ど
の
病
気
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
の
で
、
冬
期
間
の
対
策
に
つ

い
て
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

哺
乳
期
の
対
策

　
哺
乳
期
の
子
牛
は
体
温
調
節
が
う
ま
く

で
き
ず
、
体
温
が
奪
わ
れ
て
低
体
温
症
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
熱
や
病
気
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、
暖
房
器
具
、
マ
ッ
ト
、
子
牛
に
着
さ

せ
て
あ
げ
る
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
や
カ
ー

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
、
温
か
く
で
き
る
環

境
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

代
用
乳
を
与
え
る
場
合
、
子
牛
が
最
適

に
飲
め
る
温
度
の
、
母
牛
の
体
温
に
近
い

39
～
40
℃
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

代
用
乳
を
60
℃
以
上
の
高
温
で
溶
か
す

と
、
タ
ン
パ
ク
質
の
消
化
が
悪
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

牛
舎
の
管
理

　
寒
い
と
は
い
え
ど
換
気
を
怠
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
換
気
が
不
十
分
な
牛
舎
は
昼

と
夜
の
寒
暖
差
が
激
し
く
な
り
、
糞
尿
か

ら
発
生
さ
れ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
が
充
満
し
て

し
ま
う
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
ま
す
。
寒

冷
ス
ト
レ
ス
も
あ
り
抵
抗
力
が
低
下
し
や

す
く
、
疾
病
に
つ
な
が
る
原
因
を
増
や
し

て
し
ま
い
ま
す
。
冬
場
こ
そ
十
分
な
換
気

を
と
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
牛
の
体
温
を
下
げ
な
い
た
め

に
も
敷
料
は
多
く
敷
き
、
牛
床
で
体
表
面
が

濡
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
敷
料
を
増
や
す
と
と
も
に
交
換
す

る
頻
度
も
高
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
冬
の
冷
た
い
隙
間
風
な
ど
、
子
牛
に
あ

て
て
し
ま
う
と
体
温
低
下
を
招
き
、
肺
炎

や
風
邪
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
子
牛
に
風

が
直
接
当
た
ら
な
い
よ
う
に
対
策
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
策
と
し
て
は
シ
ー

ト
や
コ
ン
パ
ネ
で
囲
い
を
作
っ
た
り
、
ペ

ン
で
飼
養
し
て
い
る
場
合
に
は
北
風
が
入

ら
な
い
向
き
に
し
た
り
、
上
に
ベ
ニ
ヤ
板

な
ど
を
乗
せ
る
こ
と
で
も
保
温
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

冬
期
間
に
お
け
る

初
生
牛
の
飼
養
管
理

八
幡
平
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー�

畜
産
酪
農
課�

池
元 

航
汰
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佐
さ さ き

々木 玲
れ い や

哉 さん（22）
【八幡平市・松尾寄木】

佐
さ と う

藤 秀
ひ で き

樹 さん（42）
【二戸市・浄法寺】

わ が 家 の

家
族
に
ぎ
や
か
に

帰
省
す
る
娘
た
ち
の
た
め
に

家
で
ゆ
っ
く
り
、

次
の
一
年
を
考
え
る
と
き

特
製
の
お
も
ち
を

実
家
の
家
族
と
味
わ
う

中
な か や し き

屋敷  ほのかちゃん（４歳・右） 

はなちゃん（１歳１か月・左）

中屋敷 稔さん、めいさんのお子さん

野田村・前田小
路

久
く じ

慈 太
たいよう

陽くん（３か月）

久慈 歩さん、夏希さんのお子さん

　
洋
野
町
の
下
舘
牧
場
で
、
両
親

と
祖
母
と
一
緒
に
約
1
0
0
頭
の

乳
牛
を
飼
養
管
理
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
酪
農
学
園
大
学
を
卒
業

し
て
実
家
に
戻
り
、
３
年
目
に
な

り
ま
す
。
地
元
に
は
同
世
代
の
酪

農
家
の
仲
間
が
い
る
の
で
、
集
ま

る
場
も
あ
り
、
や
り
が
い
を
持
っ

て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
令
和
７

年
に
は
全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
が
あ
る
の
で
、
出
品
で
き
る
よ

う
改
良
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

大
学
時
代
に
は
６
次
産
業
化
に
つ

い
て
学
ん
で
き
た
の
で
、
地
元
の

「
お
お
の
ミ
ル
ク
工
房
」
さ
ん
と

協
力
し
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
、

地
元
の
乳
製
品
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
しもだて

舘 優
ま さ き

輝さん（24）【洋野町】

地
元
の
乳
製
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い

　正月もいつもどおり牛の管
理ですが、大晦日は家族で焼
肉、年越しそばを食べるのが
恒例行事です。祖父母、両親、
兄弟の８人家族なのでにぎや
かです。今年は良い自家飼料
をつくること、また祖父に習
いながら人工授精の腕を上げ
ることを目標に酪農をがんば
りたいです。

　お正月は家でゆっくり過
ごすことが多いですが、今
年は子どもがやりたいと
言っているスキーもいいな
と思っています。一年の始
まりは農林業のスタートで
もあるので、冬のうちに来
年度に向けていろいろ考え
たいです。2024年は良い
年になればいいなと思いま
す。

　お正月は毎年実家に帰省し、母が
作る煮しめやくるみ餅を家族と食べ
ます。お餅は父が作った餅つき機「石
臼バッタ」でつきます。ついたお餅
は伸びや歯ごたえが違っておいしい
です。薪ストーブで炊いて作る煮し
めも好きなのでしっかりと味を引き
継ぎたいです。

　関東で一緒に暮らす娘２人が帰省する
ので、お正月はいつも娘たちの食べたい
ものを用意して待っています。コロナが
蔓延しているときは２年ほど帰って来る
ことができませんでしたが、５類に移行
してようやくお正月を一緒に楽しく過ご
すことができるようになりました。

十
と わ だ

和田 秋
あ き こ

子 さん（51）
【岩手町・久保】

佐
さ さ き

々木 美
み は る

春 さん（45）
【岩泉町・小本】

すくすく元気に育ってね♪

元気にすくすく育ってね！成長が楽しみ♪

笹さ
さ
だ田 

憲の
り
お夫 

さ
ん（
77
）【
雫
石
町•

七
区
】

妻
が
つ
く
っ
て
く
れ
る
手
料
理

久慈市・山形町　私の元気の源は体を動かすことです。早寝
早起きを心掛け、普段は農場やスキー場の草
刈り作業をしていますが、冬はスキー場のリ
フトのスタッフとして働いています。体を動
かすこと以外にも、会議や地区の寄り合いな
どには積極的に参加しています。いろいろな
人とコミュニケーションをとることもストレ
ス解消につながっています。あとはやっぱり、
妻がつくってくれる食事です。栄養バランス
もばっちりで、手料理は一番の元気の源ですね。
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「お正月」
今 月 の テ ー マ は

産地で活躍する皆さんの笑顔をご紹介



金融移動店舗車

号

㈱ＪＡライフセレモからのお知らせ
【生花祭壇の取扱いについて】

　組合員様のご要望により、ご自宅・会館・公民館な
どに飾る事ができる生花祭壇を各種取り揃えていま
す。生花祭壇は故人の好きだった花や、ご家族の想い
をお花でお送りする祭壇です。当社の生花祭壇は季節
の花を取り入れながらご依頼ごとに作成致しますので
色合いなど多少のご希望に沿う事ができます。価格は
通常祭壇設置料と生花祭壇料となります。
　生花祭壇料は60,000円から200,000円までで祭
壇の大きさ・デザイン等で異なります。
　詳細は各センター・事業所までお問合せ下さい。
　なお、当社では仏花の他、お祝い用の花束・花瓶花・
オアシス等様々対応しておりますのでぜひ、ご利用く
ださい。

　第67回ＪＡ共済児童生徒作品コンクー
ルが12月12日に盛岡市で開かれ、ＪＡ
管内の小学生が優秀な成績を収めまし
た。書道・絵画・交通安全ポスター・作
文の各部門に県内199校から、昨年を
上回る2,486点の応募がありました。書
道・条幅の部の特選および岩手日報社
社長賞に滝沢市立鵜飼小学校５年の柳谷
歩希さんが、書道・半紙の部の特選お
よびテレビ岩手社長賞に二戸市立石切
所小学校２年の藤原柑菜さんがそれぞれ
入賞しました。また、書道の部の優秀学
校賞には二戸市立石切所小学校が入賞
しました。

第67回 ＪＡ共済児童生徒作品コンクール
柳谷歩希さん、藤原柑菜さんが特選を受賞

令和６年２月の運行スケジュール
地　域 営業場所 営業日（２月） 営業時間

葛巻町田部地区 冬部生活改善センター 16日（金） 10：00～11：00
久慈市山形町川井地区 旧山形支所 ７日（水）、21日（水） 11：00～13：00
洋野町種市地区 旧種市支所 ５日（月）、19日（月） 10：00～12：00
洋野町城内地区 旧城内ふれあい店 ５日（月）、19日（月） 13：00～14：00
奥中山地区 旧奥中山支所 １日（木）、15日（木） 10：00～12：00
浄法寺地区 旧浄法寺支所 ６日（火） 10：00～12：00

下記のとおり金融移動店舗車（いいね！ 号）を運行いたしますので、ご案内いたします。

※�お客さまのご利用状況により、営業日数の変更ならびに営業中止となる場合がありますので、多数のご利用をお願いいたします。�
また、悪天候・災害等やむを得ない状況により営業中止となる場合がございます。

お し ら せ

補償期間：令和6年 3月1日（金）より1年間
募集期間：令和5年10月2日（月）より令和5年12月29日（金）の3か月間

JA安心倶楽部は、全国共済農業協同組合連合会（JA共済連）を保険契約者とし、新岩手農業協同
　組合の組合員のみなさまを加入者（被保険者）とするJA団体傷害保険制度です。

取扱代理店：JA新いわて

お支払いいただく保険料（年額）は、被保険者ご本人の職業、年齢、性別にかかわらず、右表の金額と

補償開始日時点で被保険者ご本人の年齢が満80歳未満の方にご加入いただけます。
ご継続は、補償終了日時点で被保険者ご本人の年齢が満89歳まで、脱退のお申し出がない限り自
　動的に継続されます。

ケガによる死亡や重度の後遺障害、入院・通院、他人への賠償責任、携行品の損害など、日常生活
のリスクを補償する制度です。
詳しい内容は最寄のJAの支店までお問い合わせください。

　なります。

傷害保険金 個人賠償責任保険金
（示談交渉サービス付）

災害生活支援費用
保険金

キャンセル費用
保険金

賞状を受け取る柳谷歩希さん（左）と藤原柑菜さん（右）

生花祭壇の写真はサンプルとなります。
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　ＪＡ岩手県青年組織協議会は12月６日、盛岡市で第59回
ＪＡ岩手県青年大会を開きました。県内から約120人が参加
し、青年の主張発表で青年部宮古支部の山屋祐太さん、組
織活動実績発表で青年部八幡平支部の田村真理子さんが最
優秀賞に輝きました。２人は令和６年１月２４、２５日に秋田県
で開かれる東北・北海道ブロック大会に県代表として出場し
ます。また、ＰＲ動画コンテストでは、青年部雫石支部が制作
した「雫石のおいしさを皆様へ」が優秀賞に輝きました。

山屋さん、田村さん最優秀賞に
第59回ＪＡ岩手県青年大会

　私の毎年恒例のお正月は、大晦日の夜に子どもたち
と歩いて行く初詣です。サービス業で年末年始は忙し
いですが、元旦は必ず休みを頂いて新年を家族で過ご
します。寒空の中、家族で初詣。帰りに温かい飲み物
を買って、家に着いたら犬猫とこたつで温まる。幸せ
な一晩です。� （八幡平市・Ｔさん）

　子どもたちが小さい頃、お正月にトランプゲームをし、
勝った人は主人が貯めていた500円玉を何枚ももらって
いました。それがお年玉になっていました。私も負けず
に小遣い稼ぎができました。� （雫石町・Ｓさん）

　私の住む地方では、お正月と言えば、お煮しめ、新巻
き鮭、お餅、なますです。１年間の無病息災、家内安全を
祈願してお正月料理をいただきます。家族仲良く、健康
で楽しい１年を過ごしたいものです。�（宮古市・Ｍさん）

　私が子どもの頃の正月元旦は、家でのんびりと家族
でテレビを観たり、年賀状を受け取ったり、初詣に行っ
たりといった感じで過ごす特別な時間でした。今の不
自由のない正月よりも昔の正月の良さを感じています。
� （八幡平市・Ｔさん）

　お正月と言えば、おせち。義母は毎年前の晩から仕
込んで、朝早くから調理し重箱にキレイに詰めて食卓
に出してくれます。毎年元気に過ごせるのは、そんな
義母のおかげです。ありがとうございます。
� （二戸市・Ａさん）

J Aの概要（11月末）
⃝正組合員数� 17,012人（14,622戸）
⃝准組合員数� 23,446人（16,433戸）
⃝出資金� 70億84百万円
⃝貯金高� 2,710億84百万円
⃝貸出高� 585億83百万円
⃝月末農畜産物販売額� 346億36百万円
⃝購買品供給高� 141億88百万円

●①	おせち料理にも使うニシンの卵巣
の加工品

●②	旅行前に――ブックを買った
●③	俳人が名作を生み出した地に建て
られていることも

●⑤	北を向いたとき西になる方向
●⑥	丁寧にいうとご飯です
●⑧	横綱を先導して土俵に上がります
●●⑫	セイウチの口からにょっきり
●⑬	農地――、道路交通――
●⑭	DNAが含まれる体の設計図。――
操作

●⑮	猫が中で丸くなっているかも
●⑯	不要物を可燃、――、資源ごみに
分別した

●⑰	彼女は――を言わせず彼を外に連
れ出した

●⑲	エレベーターの表示では「B」

●①	大学入学共通テストの理科の科目
の1つ

●●④	キウイやポンカンの生産量が日本
一の県

●●⑦	エッセーともいいます
●⑨	かつお節や昆布で取ります
●⑩	ガラガラとうがいをして洗うもの
●⑪	ゆでた麺をざるにあけて行います
●⑬	大股の人は広めです
●⑮	カメやカッパの背に付いています
●⑯	――や硯（すずり）を用意して書
き初めをした

●⑰	カラオケで楽しむもの
●⑱	――の計は元旦にあり
●⑳	旧暦1月の異称
●㉑	見張ること。――カメラ

簗場 百合子さん （雫石町）
黒澤 　博範さん （八幡平市）
村山 　朝雄さん （盛岡市）
宇部 　賢司さん （久慈市）
工藤 　一男さん （久慈市）

　　　　　郵便はがきにクイズの答・郵便番号・住所・氏名（ふりがな）年齢・
電話番号・ＪＡ事業についてまたは広報誌に対するご意見等をお書きの上、
〒020-0667�滝沢市鵜飼向新田７-76�「JA新いわて」組織経営課宛にお
送りください。また、応募フォーム、メールでも受け付けております。アドレスは、
s-kouhou@jasi.or.jpまで。締切りは１月31日（必着）です。正解者の中か
ら抽選で10人の方にQUOカード（500円分）をプレゼント致します。

【フユジタク】でした。
■クイズの当選者は次の方々です。（応募117通）

太長根 英子さん （洋野町）
中村 　牧子さん （軽米町）
草木 　充子さん （一戸町）
中里 　萌々さん （宮古市）
中村 　綾子さん （山田町）

応 方募 法

応募フォーム

お便りありがとうございます。（2月号）のお題は
「冬の楽しみ」です。ウィンタースポーツやワカサ
ギ釣りなど、あなたの冬ならではの楽しみについ
てお聞かせください。掲載された方にはＱＵＯカー
ド（500円分）をプレゼントいたします。広報誌
への感想・ご意見などもお待ちしています。

11月号の答え
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。

〈
第
9
回
理
事
会
〉

雫
石
支
所
３
階
大
会
議
室
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マ
ネ
ー
・
ロ
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ン
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グ
等
お
よ
び

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
基

本
方
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並
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に
「
マ
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ー
・
ロ
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リ
ン
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等
へ
の
対
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に
関
す
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の

一
部
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に
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理
事
の
自
己
契
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に
つ
い
て
①

�

理
事
の
自
己
契
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に
つ
い
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②

監
事
会
報
告

11
月
15
日
に
第
８
回
監
事
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
報
告
事
項
、
協
議
事
項
の
み
で

し
た
。

〈
第
8
回
監
事
会
〉

岩
手
支
所
２
階
会
議
室
（
テ
レ
ビ
会
議
）

応募フォーム

―訂正とお詫び―

夢郷12月号に誤りがありました。
ここに訂正してお詫び申し上げます。

P19理事会報告

【正】家畜運搬車の発注並び
にリース契約について
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お題▶お正月

ク ロ ス ワ ー ド 　 パ ズ ル 🆀 二重マスの文字をA〜Eの順に 
並べてできる言葉は何でしょうか?

ヨ コ のカギ タ テ のカギ
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JA新いわての情報はホームページで！
URL�https://www.jaiwate.or.jp/shin-iwate/
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ほうれん草ラーメン

へろまち産直館
〒028-8601　岩手県久慈市山形町戸呂町 6-35-2
TEL：0194-72-3880
営業時間（４〜10 月）10：00 〜 18：00

（11〜３月） 10：00 〜 17：00
※食事は 11：00 〜 16：00 となります
定休日　毎週水曜日、年末年始

久
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市
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れ
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寒
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ほ
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れ
ん
そ
う
」
を
使
っ
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ま
す
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甘
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味
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地
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乾
し
シ
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を
使
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下
味
を
付
け
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い
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の
で
、
噛
む
ほ
ど
に
う
ま

味
が
広
が
り
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
の
他
に
郷
土
料

理
の
ひ
っ
つ
み
汁
も
お
す
す
め
で
す
。
そ
の
他

に
も
Ｇ
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頃
か
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月
い
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ま
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る
「
炭
ソ
フ
ト
ク
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」
は
、
全
国
的
に
も

珍
し
く
人
気
が
あ
り
ま
す
。

今 月 の 料 理

あれもこれも いいいいねね 新いわていいね

❶	お米は、白だしと水を入れ普通に炊き上げる。
❷	さつまいもは、さいの目切りにして水にさらし、水けを切っ
てから素揚げにする。

❸	炊きあがったら①、②を混ぜ合わせ、器に盛り完成。
※お好みによりごま塩を振る。

②のさつまいもを素揚げすることによって、
混ぜ合わせても煮崩れせず、見栄えもよくお
召し上がれます。

さつまいもご飯
料理作者：野

のざき
﨑 才

さいこ
子さん（普代村・太田名部）

うるち米	���������� ３～４合
さつまいも	�������300～400 g
白だし	�������� 大さじ３～４杯
ごま塩	�������������適量

材 料 つくりかた

ワンポイント

Facebook




